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　岐阜県博物館では、今夏、幕末をテーマに、刀剣

と激動の歴史群像を取り上げた特別展を開催します。

とくに、美濃の剣豪・横倉喜三次（1824～94）を大

きく取り上げます。横倉［揖斐川］（以下人名後［   ］ 内

は関係地）は新選組局長・近藤勇の処刑にあたった人

物です。敵味方に分かれましたが、維新後、近藤の

法要を営むなどし、武術の達人として明治半ばまで活

躍しました。今回の展示では、近藤を斬首した「脇

指 銘 二王」（二王清綱）など横倉家資料をはじめ、

大垣藩を官軍側に導いた小原鉄心［大垣］、新選組・

赤報隊に参加した博徒・水野弥太郎［岐阜］、江戸

無血開城に奔走した山岡鉄舟［高山］、井上馨の命を

救った所郁太郎［大垣・大野］、オランダ留学生・田口

俊平［中津川］、新選組の生き残り島田魁［岐阜］、

勝海舟・土方歳三に伍して箱館戦争まで戦った旗本

●お車でお越しの方は岐阜県百年公園北口駐車場（無料）をご利用ください。
●公園北口から博物館までは約３００ｍあり、途中からは坂道となっています。
●公園内への車両の乗り入れはできませんが、歩行が困難な方は、博物館までお車の乗り入れができま
すので、百年公園事務所（公園北口から見て右手２階建ての建物）でお申し出ください（外階段下にイ
ンターホンがあります）。

●名古屋駅方面からは、名鉄バスセンター４Ｆ「２３番のりば」で、岐阜バス（高速名古屋線）にご乗車く
ださい。

●博物館の最寄りのバス停「赤土坂」で下車（徒歩約２５分）するか、または「関シティターミナル」で下車
して、関シティバスに乗り継いでください（「百年公園」下車徒歩約５分）。

●岐阜駅方面からは、ＪＲ岐阜駅「１４番のりば」、または名鉄岐阜バスターミナル「Ｄのりば」から、岐
阜バス（岐阜関線「せき東山行・岐阜医療科学大行・中濃総合庁舎行」）にご乗車ください。
　博物館の最寄りのバス停「小屋名」で下車（徒歩約２０分）するか、または「関シティターミナル」で下車
して、関シティバスに乗り継いでください（「百年公園」下車徒歩約５分）。

●長良川鉄道 関駅からは、関駅西側の関シティターミナルで関シティバスに乗車して、「百年公園」で下
車してください。

お車でお越しの方へ（東海北陸自動車道 関インターから車５分です）

電車とバスでお越しの方へ

関連イベント

★は要事前申し込み（HP申し込みフォーム、電話・FAXで申し込みください）
本館入場には、要入館料

1講演会「美濃の幕末群像」★
講師／あさくらゆう（歴史研究家）
日時／7月20日㊏　13:30～15:00
会場／岐阜県博物館マイミュージアム棟　
　　　けんぱくホール
定員／120人

2無双直伝英信流 演武★
講師／岩田險陵（居合道範士十段）
日時／8月4日㊐　13:30～14:30
会場／岐阜県博物館本館 講堂
定員／60人

3講演会「刀剣鑑賞と博物館展示」★
講師／末兼俊彦（京都国立博物館研究員）
日時／8月10日㊏　13:30～15:00
会場／岐阜県博物館マイミュージアム棟 
　　　けんぱくホール
定員／120人

4刀匠による銘切実演
　 オリジナルキーホルダーを手に入れよう

講師／関伝日本刀鍛錬技術保存会・刀匠会
日時／8月16日㊎　10：00～12：00／13：00～15：00 時間中随時
会場／岐阜県博物館本館 講堂
料金／キーホルダー 2,160円（見学は無料）

㊤ 脇指　銘　源清麿   嘉永元年八月日  
㊦ 刀　　銘　源清麿   嘉永元年八月日  号一期一腰の大小  （個人蔵・写真提供  真玄堂）

竹中重固［垂井］等々、有名無名の志士・勤王家た

ちを取り上げます。

　併せて、幕末の名工・源清麿、美濃出身の清磨門・

源正雄、美濃刀工の雄・藤原永貞などの作刀による

同時代の新 刀々も多数展示し、歴史資料とともに幕末

維新動乱期の息吹を感じられる必見の展覧会となって

います。ぜひ、ご来場ください。
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刀　銘　於江戸青山作之  文久元年十一月／美濃御勝山麓住  藤原永貞　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （個人蔵・刀絵図  玉置城二）

※特別展のタイトルは、棚橋天籟［揖斐川］が横倉の剣

技を嘆賞した漢詩「剣賛詩」（我有昆吾剣精霊貫白虹 

こんごのけんのせいれい はっこうをつらぬくは われにあり

／匣蔵無事久夜々叫英雄 ぶじにこうぞうすることひさしく 

よよえいゆうをよぶ）より取りました。大意は、以下のと

おりです。「横倉喜三次の優れた剣技によって幕末の兵

乱は払われた。今はその愛刀も無事に箱に仕舞いこまれ

て久しく、夜ごとかつての英雄（喜三次）を呼んでいる。」


